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2012年度財団法人東洋文庫事業計画（案）の概要は下記の通りです。  

  
  
  事  業  目  的   
   

  財団法人東洋文庫は、全国の代表的な研究者よりなる東洋学連絡委

員会の企画ならびに審議にもとづき、広く学界の要望に応える全国

的な、また国際的な東洋学研究センターとして、資料センター・共同

利用研究施設としての機能を果たすべく、必要な各種の事業を行うと

ともに、東洋学の不特定多数への広い普及をはかり、学術・文化・芸

術の振興に寄与する。  
                
 
        
 事  業  項  目     
  
    Ⅰ    調査研究 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .2  
 
    Ⅱ    資料収集・整理 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .12  
 
    Ⅲ   研究資料出版  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .13  
 
    Ⅳ    普及活動  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .14  
 
    Ⅴ    学術情報提供  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .15  
 

Ⅵ    地域研究プログラム  . . . . . . . . . . . . . . .18  
 

Ⅶ    受託研究  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .19  
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Ⅰ．調査研究  

 

東洋文庫は、アジア諸地域の歴史と文化の発展に関する基礎資料を 80 年余にわ

たって組織的かつ継続的に収集してきた（斯波義信「財団法人東洋文庫の 80 年」財

団法人東洋文庫編集・発行『東洋文庫 80 年史 I－沿革と名品－』平成 19 年、5–36

頁）。研究事業の主 たる 目的は、これらの資料 を 収集・整理して、内外の 研究者の利

用に供するとともに、これらの資料にもとづく広範なアジア研究を推進して、世界のア

ジア研究の進展に大きく貢献することに置かれている。アジアの全域を対象にして基

礎資料を体系的に収集・整理し、それにもとづく総合的な基 礎研究の推進は、アジア

研究の長い伝統を有する東洋文庫以外にはなしえない。  

東洋文庫は、この事業をさらに効果的に推進するために、平成 15 年度から、（1）

アジア研究の組織的な編成と若手研究員の積極的な採用、（ 2）現代アジアの重要課

題 に 関 す る 総 合 的 研 究 へ の 取 り 組 み 、 （ 3 ） 欧 文 の 成 果 発 信 を 拡 充 す る こ とに よ る 国

際 的 な 活 動 の 強 化 、 お よ び （ 4 ） 資 料 ・ 研 究 情 報 の 公 開 と共 同 利 用 を 促 進 す べ く、 研

究部と図書部を一丸とした電子情報システムの構築 に着手した。この改革を機に、研

究分 野 は＜ 超域 ア ジア 研究 ＞ と＜ア ジ ア諸 地 域 に関 する 歴 史・ 文 化 研 究 ＞（以 下、

＜歴史・文化研究＞）とから構成されることになり、前者は一次資料にもとづく現代ア

ジ ア の 学 際 的 な 実 証 研 究 、 後 者 は 各 デ ィシ プリ ン を 生 かし た 歴 史 ・ 文 化 的 な 基 礎 研

究を主要な課題としてきた。  

平成 24 年度からは、これらの基本的な課題を推進する中で、以下の点に一層重

点を置いた事業を推進することを目的とする。  

（1）平成 23 年 3 月 11 日の東日本大震災の教訓を踏まえ、貴重資料に関する書誌

的資 料研 究 をよ り一 層 強 化し、 併せ て貴 重 資料 の 修復・ 保管・ 複製 化・ 電子 化という

連続した資料保存とその公開をより系統的かつ持続的 に推進する。  

（ 2 ） 大 き く 変 動 す る ア ジ ア ＝ 世 界 情 勢 に 対 応 す る 研 究 とし て 、 東 洋 文 庫 の す べ て の

研究班の連携によって構成される「総合アジア圏域研究班」を設置し、主題研究、地

域研究、資料研究を連結した「総合アジア圏域研究」を 全アジア的視野から推進する

研究体制を構築する。  

（ 3 ）「 総 合 ア ジア 圏 域 研 究」 に 伴 う 資 料 交 流・ 人 的 交 流・ 国 際 交 流 を 一 層 推 進し 、 研

究成 果 を 電子 化 など に よ り 広 く発 信し 、 国際 交 流 なら びに 国際 的 な 発進 力 を強 化 す

る。  

（ 4 ） 東 洋 文 庫 に お け る 資 料 研 究 ・ 総 合 ア ジ ア 圏 域 研 究 ・ 国 際 交 流 ・ 国 際 発 信 な ど の

基本事業に不可欠な若手人材を育成する。  

 

 

Ａ．超域アジア研究  

総合アジア圏域研究への取り組み  

“ア ラ ブの 春” とい わ れ る イ スラ ー ム 圏の 変 動 は、 権 威 主 義 的 政 治 体 制 が 、 一 見 安 定

的 に 見 え ても 、 そ の 内 実 で はグロ ー バ ル化 す る 社 会 関 係 の 変 動 に 対 応 す るこ とが 出 来

ていないことを露呈した（F.  Grego ry  Gau se  I I I ,  “Why  Midd l e  Ea s t  S tud i e s  M i s sed  

t h e  Arab  Sp r i n g :  The  My th  o f  Au tho r i t a r i an  S t ab i l i t y ,”  Fo re i g n  A f f a i r s ,  

J u ly /Augu s t  2011 ,  pp .  81 –90）。また、中国圏においても、これらの“アラブの春”に

内在する諸問題に対応する取り組みが急がれており、経済発展の次に来る社会生活の

充実が緊急の 課題で ある ことを示している 。その状 況の中で、 より歴 史的に 長期の視点

から現在と将来を検討すべきという議論がなされ、グロバリゼーションが進む中で、中国

研究は如何にあるべきか、また、アジアの歴史的な流れの中で現在をどのように位置付

け 、 今 後 の 方 向 を 考 え る か、 とい う 長 期 視 野 に 関 す る 課 題 が 一 気 に 浮 上 し て い る （ Yan  
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Xuetong ,  Anc i en t  Ch in ese  Though t ,  Modern  Ch in ese  Power ,  P r i nce ton  

Un i v e r s i t y  P re s s ,  2 011 ）。この動きは、全アジア的視野に立って、世界的な動きの中

でアジア を位 置づけ つつ 、どの ように 個別 地域の う ごきと連動させ て検 討す るか、 という

3 層にわた る研究 課題 を 結びつけ ることが 求めら れる。この新 たな研 究領 域は、アジア

社 会の 長 期 変 動に 関 す る主 題 で あり 、こ れ まで 長 期に わ た る 資 料収 集 と地 域 研究 に 基

づいたアジア研究を進めてきた東洋文庫の研究班すべてを連携す る総合アジア圏域研

究において初めて対応が可能である。  

この課題に応えるため、 平成 24 年度から、「超域アジア研究部門」のなかに、「総合

アジア圏域研究班」を設置し、新たな取り組みを開始する。「総合アジア圏域研究班」の

目的と役割は以下のとおりである。1）アジア規模の問題群を設定し、東洋文庫のすべて

の研究グループを有機的に結び付けて分析検討すること、 2）イスラーム圏と中国圏とい

うこれまでの 2 つの超域研究のテーマを相互に関連させながら、かつまたそれぞれが独

自に持つアジア規模の問題への広がりを検討する。さらに 3）東洋文庫が進めてきたア

ジ ア各 地 域 に 関 する 資 料 ・歴 史・ 文 化 研 究 を 多 様 に 組み 合 わ せ て 、 総 合 ア ジ ア圏 域 研

究の活動に結び付けてい く。併せて国際的な 研究 交流や共同研究を進 め、 それらの検

討 成 果 を 継 続 的 に ワ ー キ ン グ ペ ー パ ー や 電 子 ジ ャ ー ナ ル な ど を 活 用 し て 広 く 発 信 す

る。  

中国圏とイスラーム圏の現在  

1980 年代以降のアジア諸地域は、大きな変動を経験するとともに、経済的な急成長

をとげたことにより、21 世紀の世界情勢の展望にとってアジアの占める位置と役割は著

しく高まりつつある。中国は 1979 年の改革・開放後に 急速な変容と発展を遂げ、今や

中国 情 勢 は、国 内 問題 に とど まら ず、 隣 接ア ジア を 包摂 した 課 題 として 総 合 的・多 面的

な実証研究を不可避としている。  

ま た 、 イ ス ラ ー ム の グ ロ ー バ ル 化 と そ の 先 鋭 化 も 近 年 の 著 し い 現 象 で あ り 、 い わ ゆ る

“アラブの春”という動きは、世界的に大きな影響を与えている。 現代世界の理解のため

に は、 中 東 や 中 央 ア ジ ア 、 中 国・ 東 南 ア ジ ア な ど のイ ス ラ ー ムの 現 実 を 基 礎 デ ー タ に も

とづいて多面的に解析することが必要である。  

以上のような状況をふまえ、現代の アジア圏域ならびに 中国圏域およびイスラーム圏

域 に 関 する ア ジ ア 規 模の 研 究 を 組 織し 、 これ を 政 治 学・ 経 済 学・ 宗 教 学・ 歴 史 学 な ど を

融 合 し た 学 際 型 の 共 同 研 究 とし て 実 施 す る 。 こ れ ら の 現 代 研 究 は 、 基 礎 資 料 の 収 集 と

解析にもとづき、長期的な視野の下に息の長い実証研究を行うことが 必要である。  

 

超域アジア研究部門  

（１）総合アジア圏域研究班  

「総合アジア圏域研究」  

基本的な研究方法は、年度ごとに重点地域を定め、それをアジア規模の視野か

ら多角的に検討するとともに、周縁諸地域との地域連関や相互影響関係を検討す

る 。 範 囲 は、 基 礎 資 料 研 究 、 現 地 研 究 、 主 題 研 究 な ど に 跨 り 、 多 分 野 間 の また 国

際間の比較研究を行う。また、資料、検討過程並びに研究成果は、英文電子情報

としてオンラインにより発信する。このような総合的アジア研究は、アジア諸地域に

お け る 資 料 収 集 と地 域 研 究 の 蓄 積 を 持 ち 、 内 外 の 研 究 連 携 を 進 め て き た 東 洋 文

庫においてのみ可能であると考える。  

東洋文庫のすべての研究班の参加によって行われ る重点研究としてこの「総合

アジア圏域研究」があるが、基本的な検討項目は、各年度において選択した 1 つ

の地域のアジアの地域連関における位置と役割、地域間移民ネットワーク、ディア

スポラ、トランス ナショナ ル問 題を 検討す る。ワ ー クショッ プを 開催して 議論 を重ね 、

現地調査・資料調査によって現代の諸問題を歴史的背景を含め提示する。これら
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の討 論 過 程を 、 ワー キン グペ ーパ ー や 電子 ジ ャー ナ ルに お いて 発 信し 、さ らに 議

論を広げていくことを目指す。「総合アジア圏域研究」を中心とする「超域アジア研

究」の具体的内容は、年次計画に示すとおりで ある。  

 

（２）現代中国研究班  

「現代中国の総合的研究 ( 2 )」  

現代 中 国 は、 政治 、 経 済 、社 会 の大 改 革 を行 い 、 その影 響 力 は東ア ジ ア から広く

世 界に 及 びつ つ ある。 こ の動 態 を 、歴 史・ 文 化の 要 因を も 視野 に 収 めな が ら、 総 合

的 に 捉え る 研 究体 制 （ 資 料 、 政 治 、 経済 、 国 際 関 係・ 文 化 の 各 グルー プで 構 成） を

構築 し た。 資 料の 収 集 は東洋 文 庫の 蓄 積 を基 点 としつ つ、 学 際 的研 究 と公 開利 用

に向 け て 拡 充 と再編 を はかる 。そ の 際、 台 湾 中 央 研 究 院や 中 国 社 会 科学 院 、 ハ ー

ヴァ ー ド燕 京 研 究 所 との 学 術 交 流な ど 、 海 外・ 国 内 の研 究 機 関 との 連 携を い っそ う

強化し、政治、経済、国際関係・文化グループは研究会の開催を継続実施し、次年

度以降における成果の刊行に備える。  

［研究実施計画］  

a )  資 料 グルー プは、 2011年 度に 刊 行し た 和 文 論 叢『 モリ ソン パン フ レ ット の世 界 』

を も とに 、 引 き 続 き 東 洋 文 庫 が 所 蔵 す る 近 代 中 国 関 係 資 料 の 中 心 を な す モ リソ

ン・パンフレットを整理し、系統的な調査・研究を着実に進める。  

b )  政治グループは、政治・経済・行政・社会・法律各分野の専門家で陳情に関心を

持つ中堅・若い研究者をメンバーとする「綜合研究－陳情」研究会を隔月一回開

催する継続する。  

c )  経 済 グルー プは、 南 京 大 学 に 保 管 さ れ て い た 、 戦 前 の 中 国 農 村 調 査 の 基 礎 デ

ータ（ロ ッシン グ・バッ ク 資料）を 修理・収 集し、広 く利 用可 能なデ ータ とし て東洋

文庫に収蔵する作業を継続する。さらに「歴史的視野から見た現代中国経済」研

究 の 第 2 部 とし て 、 毛 沢 東 時 代 の 「 社 会 主 義 経 済 」に か んす る 再 検 討 を 行 う ため

に、メンバーを増やして研究会を継続する。  

d )  国際 関係・文 化グループは、 前 年度に 続き、 全体的 な研 究テー マ「戦 後中国の

国際関係と社会・文化変容」の下、2ヶ月に1回程度の研究会を開催していく。  

e )  政 治 グルー プ、 経 済 グルー プ、 国 際 関 係 ・ 文 化 グルー プとも 、 図 書 資 料 の 購 入

に関し て は、 東洋 文 庫の 現代 中 国 研究 資 料 セン タ ー と提 携し て 、 系統 的 な 収 書

を行う。  

 

（３）現代イスラーム研究班  

「現代イスラームの超域的基礎研究  

－議会主義の展開と立憲体制に関する一次資料の収集と比較分析研究－」             

世界の近現代イスラーム研究において、これまで ほとんど用 いられることのなかっ

た中東諸国の議会文書（アラビア語、ペルシア語、トルコ語）を収集・整理・分析し、

それぞれの地域（国家）に誕生した議会主義の政治思想と立憲体制の実態を比較・

検 討す る 。2009 年 度 から は、 新 たに 中 央 アジ ア 諸 国 を比 較 の対 象 に 加え 、 基 本 資

料の 収 集 と整 理・ 分 析を 行 う。こ れに よ っ て中 東・ 中央 ア ジア な どのイ スラ ーム 地 域

における国民国家の歴史的役割と今日的意義を一次資料にもとづいて総合的に考

察 す る 。 他 方 、 イ ス ラ ー ム 関 係 資 料 の 収 集 と整 理 、 デ ー タ ベ ー ス 化 を 推 進 し 、 日 本

における資料センターとしての充実をはかる。  

［研究実施計画］  

現代イスラ ーム研 究班の 活動 は、 資料の 性格に 対 応してアラ ブ、イラン 、ト ルコ、 中

央 ア ジ アの ４ グルー プに 分 かれ て 実 行 され る 。 ア ラ ブ、イ ラ ン 、ト ルコ グル ー プの 研

究 は、 第 1 期 （ 2003 年 -2008 年 ） の 実 績 を 踏 まえ て 実 施 さ れ る が 、 各 グ ル ー プの 研
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究実施概要は以下の通りである。  

a )  アラブグループ：2011年度にひき続きA Gu ide  to  Pa r l i amen ta ry  Reco rd s  i n  

Mona rch i ca l  Egyp t  （ 東 洋文 庫 、 2007 ） を 利 用 して 、 議会 文 書 の 解読 ・ 分 析を

進める。  

b )  イラングループ： 2005年度に作成した議会文書 のインデクス（ CD-Rom版）を利

用して、議会文書の分析を進めるほか、『1 9 4 5～4 6年のモクリー地域における

クルディスターン民主化運動の研究』をクルド語と英文で出版するための編

集作業を継続する。  

c )  トルコグループ： 2006年度刊行の論文集『トルコにおける議会制の展開』を基礎

に、関係資料の収集と議会文書の解析を進める。  

d )  中央アジアグループ：研究の４年度目に当たり、引き続き関係資料の収集と整理

を行う。  

各 グルー プ とも 年 3 回 程 度 の 研 究 会 を 開 催 し 、 年 度 末 に は合 同 研 究 会 を 開 い て 用

語・訳語の検討を行うと共に、4分野間の比較分 析を行う。なお、中国・日本の議会

制・立憲制の専門家を招いて比較のための報告を依頼する。  

また、アラブ、イラン、トルコの各グループは、共同で『全訳 イラン・トルコ・

エジプト議会内規』を刊行する。  

 

 

Ｂ．アジア諸地域研究  

 

現代アジアの複合的かつ動態的な展開を理解するためには、各民族が有する個性豊か

な歴史と文化の基礎研究が不可欠である。本研究はアジアの現状と密接に関連する歴史・

文化の諸要素につき、基礎的かつ長期の取り組みを要する総合的な研究を行う。  

 

１．東アジア研究部門  

（１）前近代中国研究班  

①「古代地域史研究－『水経注』の分析から－（２）」   

本研究班では地域史とい う視点から、中国古代の地域社会の構造を検討してき

た。その基礎 となるのは『 水経注』（原典 6世紀、中 国最古の地理 書）とその諸注の

再 検 討 で ある 。 こ れ を 注 文 、 疏 文 ま で 精 読 し 、 加 え て 考 古 学 上 の 諸 発 掘 成 果 お よ

びランドサ ット 衛星 地図 な どと合わ せて 分 析する という 歴史 地理 学 的な方 法 による

研 究 に 挑 んで い る 。 ま た 流 域 の 古 代 遺 跡 と『 水 経 注 』 記 載 の 内 容 を 合 わ せ て 検 討

するこ とで 、歴 史 的自 然 環境・ 社 会的 実 態を 具 体 的に 理 解し、 流 域の 地 域 社会の

構造の変化を明らかにしていく。刊行を予定している『水経注疏訳注』渭水篇下巻

及 び 洛 水 ・ 伊 水 篇 訳 注 も これ ら の 成 果 を 反 映さ せ た い 。 渭 水 下 流 域 及 び 洛 水・ 伊

水 流 域 は「 黄 河 文 明」 の 中 心 地 で ある 。ここ を 「 地 域 史」 とい う 観 点 から 分 析 す るこ

とは中 国古代史研 究にお いては新鮮 な視点で あり 、『水経注』の研究という 範疇を

超えて、内外における中国古代史研究の新たな展開となる研究を目指している。  

［研究実施計画］  

a )  陳橋驛復校『水経注疏』（江蘇古籍出版社刊）をテキストとし、洛水・伊水篇（巻

15 ）の講読 を 隔週 の 研究 会に お いて 実 施す る。 洛 水 は陝 西 省 東 南 部に 発 して

東北 流し て 河南 省 洛陽 を 経、 偃 師 県に お いて 河南 省内 を 東北 流し てき た 伊 水

を 合 わ せ た 後 、 同 省 鞏 県 東 北 の 洛 口 に お い て 黄 河 に 入 る 。 す で に 公 刊 さ れ た

渭水篇訳注上・下巻に続いて、洛水・伊水篇訳注の刊行をめざす 。  

ｂ）『水経注』 洛水・ 伊水 篇訳 注を 刊行 する ため 、 洛水・伊 水流 域の 地誌 的 記述及

び考古 学的 調査・ 発掘報 告の収 集を 実施す る。 また現 地で 実際に 発掘 に 従事
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し て い る 研 究 者 ・ 研 究 機 関 との 学 術 交 流 や 実 地 調 査 を 行 い 、 流 域 の 古 代 遺 跡

の情況を把握する。  

c )  2 013年度に『張家山漢簡論文集』を刊行するため、その編集作業を進める。  

 

②「宋代社会経済史用語解集成の作成とその電子辞典化」  

本 グルー プが こ れ まで に 作 成・ 公 刊し た 『 宋 史 食 貨 志 訳 註（ 一） ～（ 六 ）』（ 東 洋

文 庫 刊 、 1960 年 ～ 2006 年 ） 、 お よ び 『 宋 会 要 輯 稿 ・ 食 貨 篇 ・ 社 会 経 済 用 語 集 成 』

（ 東 洋 文 庫 刊 ・ 2008 年 ） に お け る 訳 註 お よ び 用 語 の 収 集 の 成 果 を ベ ー ス と し て 、

整 理 と 増 補 を 加 え 、 広 範 囲 か つ 多 方 面 の 利 用 者 の 便 宜 に 適 合 す る よ う な 冊 子 体

お よ び CD-ROM の 用 語 解 説 集 を 作 成 し 、 研 究 活 動 の い っ そ う の 発 展 に 資 す る プ

ロジェクトである。  

［研究実施計画］  

a )  2011年度に刊行した『中国社会経済史用語解釈』をもとに、今回の編集におい

て 収 録 す る に 至 ら な かっ た 「 中 国 司 法 史 関 係 用 語 解 説 」 （ 仮 題 ） の 原 稿 に つ い

て検討し、2014年度以降における出版を期する。  

 

③「東アジア都城の考古学的調査・研究（３）」  

本 研 究 班 で は 、 渤 海 を 中 心 とし て 東 ア ジ ア に お け る 都 城 の 比 較 研 究 を 行 な い 、

そ の 研 究 成 果 とし て 2004 年 度 に 『 東 ア ジ ア の 都 城 と 渤 海 』 （ 全 394 頁 ） を 、 2006 年

度に『渤海都城の考古学的研究Ⅱ』を 公刊した。しかしその中心 となる渤海上京龍

泉府址（東京城）出土遺物の調査・研究は、予想以上に多数の遺物があったため、

一部の遺物の調査・研究 を継続実施する。  

［研究実施計画］  

中国吉林省琿春市所在の八連城（渤海の東京龍原府に疑定されている）に関  

する発掘報告書の内容を検討し、百済、新羅の都城に関する最新の情報の収  

集に努める。  

 

④「前近代中国民事法令の変遷」  

宋代以降の 戸婚・田土・ 銭穀などを 扱う「民事」法 令を分析し、 どのように 変 遷し

て き た かを 明ら かに す る 。 中 国 の 各時 代 の 様 々 な 法 に つ いて の 研 究 の 中 で も 、 近

20年の特徴のひとつとし て、法令の有効性、厳格 性などを版牘文や契約文 書によ

って検討 する研 究がなさ れてきたこ とがあげられる 。契約 文書や 多 くの条例 、版牘

文など が発 見され、 また 中国国 内に ある ものが 利 用しやす くなっ たこ とにも よろう。

本 研 究 班 も 過 去 5 年 間 、 この 方 向 で 研 究 活 動 を し て き た 。 こ の 5 年 間 の 研 究 を とお

して、あらためて法令そのものに視点をあてることが必要であることに到っ た。民事

的な法令に限っ たのは、 社会状況を反 映しやす く、社会の実態の 変化を分 析する

に適して いる と見て いる ため で ある 。 一度 でき た 法 は常 に現 実社 会に 適 合しに くく

な っ て ゆ くが 、 時 代 を 通 し て 考 察 す る こ とに よ り 、 漢 族 社 会 の 大 き な 変 容 を つ かむ

ことができると考える。  

［研究実施計画］  

a )  2011年度に引き続き、宋～清の条例の収集を進める。  

b )  収集した条例の整理、解読を行うべく定期的に研究会（メンバー以外の研究者

も 含 め る ） を 開 き 、 2013 年 度 に は 研 究 成 果 と し て 『 前 近 代 中 国 の 民 事 法 令 』 を

発表する。また、内外の研究者と意見交換の場としての拡大研究会の開催 を予

定している。  
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（２）近代中国研究班  

「20世紀前半日本の中国調査」  

本研究は、1910 年代から 40年代前半に日本の諸研究調査期間が中国で実施した

調 査 活 動に 関 す る 資 料 収 集 とそ の 分 析 を 行 う も の で 、そ の 重 点 は華 北 に お くが 、 地

域的特質 を検討する ため に華中南を 含め、 日本側 および中 国側の資 料の活 用につ

い て 新 たな 視 点 から再 整 理 を はかり 、 20 世紀 前 半 期の 中 国 社 会 の全 体 像 を 考 察 す

る。2011年度に引き続き、「華北」認識の問題を中心テーマとする。  

［研究実施計画］  

a )  2 011年度に行った国際シンポジウム「華北の発見」 成果を論文集にまとめる準備

をする。  

b )  日本及び中国における資料調査・収集を引き続きおこなう。  

c）  『近代中国研究彙報』第35号の刊行。  

 

（３）東北アジア研究班  

①「日本所在近世朝鮮文献資料研究（２）」  

当班 で は2004 年度 以 来 、京 都 大学 附 属図 書 館 や天 理 大学 附 属天 理 図 書館今

西文庫をはじめ、日本国内の各機関・個人が所蔵している近世朝鮮の記録類の調

査 を 進 め て き た 。 本 課 題 はそ れ を さ ら に 継 続 し 、 第 2 次 調 査 を お こ な う こ と に よ り 、

解 題 目 録 の 完 成 を 期 す こ と を め ざ す 。 す で に 近 世 朝 鮮 の 古 典 籍 類 （ い わ ゆ る 「 朝

鮮本」）については総合的な調査が進められ、その全貌がある程度解明されている

が 、こ れに 対 し 地方 官 庁 や 民 間 で 作 成さ れ 、「 成 冊」 な ど と呼 ばれ る 帳 簿 類 を はじ

めとする各種の記録類については、これまで全体 的な調査がなされることがほとん

ど な かっ た 。 2004 年 度 か らの 第 1 次 調 査 で は、 も はや 現 地 で は所 在 が 確 認 さ れ て

い な い 資 料 を 発 見 し 、 そ の 内 容 分 析 を お こ な う な ど の 成 果 も あ げて お り 、 第 1 次 調

査と今回の 第 2次調 査に よって 、日 本にお ける当 該資料 類の悉 皆的 な調 査を ほぼ

達成できるものと見込まれる。  

［研究実施計画］  

a )  『日本所在近世朝鮮記録類解題Ⅱ』刊行の準備作業を進める。  

b )  調 査 資 料 の 分 析 に よ り 、 韓 国 所 在 資 料 と合 わ せ て 、 近 世 記 録 類 の 全 貌 を 明 ら

かにする。  

ｃ )  当該資料の日本への将来経緯について調査を行う。  

 

②「清朝満洲語檔案資料の総合的研究（２）」  

清 代 の 第 一 公 用 語 で ある 満 洲 語 は、 清 初 ば かり で な く、 清 朝 一 代 に わ た っ て 用

いられた言語である。１８世紀の乾隆帝代より、京師に暮らす旗人たちは、日常語と

して漢語をもちいるようになっていったが、文章用語としての満洲語は、民国にいた

るまで継続して利用された。現在、北京・中国第一歴史 檔案館には、約１千万件の

文書資料が保存されているが、その半分は、満洲語（または漢語とのいわゆる合璧）

に よ っ て 記 さ れ た も の で ある 。 こ の こ とは、 清 代 の 文 書 伝 達 体 系 全 体 に お い て 、 満

洲 語 の 利 用 が 不 可 欠 で あっ た こ とを 示 し て い る 。 と くに 入 関 前 （ 1644 年 以 前 ） お よ

び清初 の時期 の文書・ 書 籍、なら びに旗 人、藩 部 をはじ めとする辺 境地 方 、そして

対 外 関 係 等 の 文 書 に お い て 、 多 くの 場 合 満 洲 語 が 用 い ら れ て い る 。 本 研 究 は 、 こ

れら 満洲 語 で 記さ れ た、 また は場 合に よ っ て は印 刷さ れ た清 代 の文 献 資 料 につ い

て、清初期を中心として総合的に検討を加えよう とするものである。  

［研究実施計画］  

   清初の「内国史院」関係文献と『鑲紅旗満州衙門檔案』の研究を実施する。20  

11年 度 に出 版し た「 天聰 五年 檔 I I」に ひき 続き 、 崇 徳年 間 分の 檔 案研 究 を 継 続
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する。また、『鑲紅旗檔』研究編（TBRL：The  Bo rde red  Red  Banne r  A rch i v es  

i n  t h e  Toyo  Bunko ）の編集作業を継続する。  

 

③「清代東アジア・北アジア諸領域の歴史的構造分析 （２）」  

中国で はこの 数年に みられる内外政 治・経済・ 民 族を中 心とする国 家事業 が急

進 す る な か、 長 期 間 に 亙 っ て 内 在 し て い た 政 治 ・ 経 済 ・ 民 族 ・ 文 化 問 題 が 表 面 化

して い る 。 チ ベ ッ ト や ウイ グルを め ぐ る 自 治 区 の 問 題 はそ の 端 的 な 事 例 で あり 、 そ

の影響は広く中央アジア・北アジア領域世界にも及んでいる。そこには、中国内地

の 諸 領 域 世 界 とその 周 辺 に 連 なる 諸 領 域 世 界 との 一 体 化 を 進 展 さ せ た 清 朝 の 最

大版図が直接に現代中国と繋がるなか、その一体化から生じた政治・経済・民族・

文化の問題も現代中国に直結していた反映と捉え られる特徴が多々窺える。新た

に用いられ始めて いる「中華民族」の呼称 はその 顕著な例 として捉えうる。 本研究

班 で は、 中 国 内 地 の 諸 領 域 世 界 とそ の 周 辺 に 連 な る 諸 領 域 世 界 との 一 体 化 を 独

自 に 進 展さ せ た 清 朝 の 国 家 領 域 構 造 と対 外 関 係 の 問 題 を 総 合 的 に 研 究・ 分 析 し

て き た 。 刊 行 予 定 の 英 文 論 文 集 に こ れ ま で の 成 果 を 反 映 さ せ る と 共 に 、 引 き 続 き

清 代 東 ア ジ ア ・ 北 ア ジ ア 諸 領 域 に お け る 歴 史 的 構 造 の 全 容 を 総 合 的 に 捉 え る 研

究 体 制 を 構 築 す る べ く 、 清 朝 の 国 家 領 域 構 造 と 対 外 関 係 を 分 析 す る 上 で 不 可 欠

な?案（公文書）類のうち 、保存収蔵 状況が未 詳な ?案類を中心に体 系的に 蒐集、

整理、デジタル化し、向後の研究に貢献することを目的とする。  

［研究実施計画］  

a )  TBRL15：The  H i s to r i c a l  S t ruc tu res  o f  E a s t e r n  a nd  No r t h e r n  A s i a  

i n  t h e  Q ing  清  Dyna s ty  E ra .［仮題］の刊行を目指す。  

b )  前年度に引き続き、清朝政治史、清代中国社会経済史、清代中国近代政治史、

清代モンゴル・露清関係史、清代中国西南民族史の各専門研究領域をもとに、

既 成 の 領 域 世 界 ・ 時 代 区 分 の 枠 を 越 え て 海 外 に お け る 図 書 館 ・檔案 館 ・ 研 究

機 関 な ど に 所 蔵 さ れ て い る檔案 文 献 史 料 類 の 史 料 調 査 ・ 現 地 調 査 を 実 施 し 、

旧来の マイクロ = フィルム 方式や 新た なデ ジタ ル化 方式に よる蒐 集・整理・ 分 析

作 業 を 行 う と 共 に 、 中 国 で 新 た に 影 印 さ れ て い る 大 部 の檔案 文 献 史 料 類 の 蒐

集することを進める。  

c )  上記の文献史料類について、目録作成を進めると共に、デジタル化によって幅

広 い利 用 がで きる よ う に する 。 同時 に またこ れら の新 規 蒐集 史 料 と東洋 文庫 収

蔵の文献資料とを活用し、研究会などの開催を通して、上記の課題に関する研

究を推 進し、その研 究成 果を個 別論文・ 論文集・ 史料集 などの 形で公 開す るこ

とを目指す。  

 

（４）日本研究班  

「岩崎文庫貴重書の書誌的研究（２）」  

東洋文庫所蔵の岩崎文庫には日本の文化・文学・言語を研究する上で重要な典

籍 が 数 多 く 所 蔵 さ れ て い る が 、 そ の 書 誌 的 調 査 は 未 だ 十 分 に は な さ れ て い な い 。

2006年度までに室町時代以前 に成立した古写本・古版本についての書誌解題（Ⅰ

～Ⅴ ）を 公 刊し たこ とを受 けて 、 ひき 続き 近 世の 成 立な いし は刊 行の 貴 重 書 を調 査

して研究の基盤を整備するとともに、その成果を広く公開することをめざしている。  

［研究実施計画］  

a )   2009 年 度 刊 行 の 『 岩 崎 文 庫 貴 重 書 書 誌 解 題 Ⅵ 』 に 引 き 続 き 、 岩 崎 文 庫 の 中 か

ら、江戸期刊行・成立の歌書 約100点について、書誌調査を行い、研究会を催し

てその資料群の全体像の把握に努める。  

b )   上記a )の成果を『岩崎文庫貴重書書誌解題Ⅶ』として2012年度に公刊する。  
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２．内陸アジア研究部門  

（１）中央アジア研究班  

①「サンクトペテルブルグ所蔵古文献の研究－ウイグル文を中心として－」  

東洋文庫が入手したサンクトペテルブルグの東洋学研究所のマイクロフィルムの

う ち 、 ウ イ グ ル 語 と ソ グ ド 語 に つ い て は 『 東 洋 文 庫 所 蔵 S t .Pe te r sbu rg ウ イ グ ル 文

字・ソグド文字・マニ文字写本マイクロフィルム仮目録［第 1稿］』として、初期の現地

での実 見デ ータ の一 部を 取り 込んだフ ィルム番 号 整理一 覧を 、 2002 年に 刊行し た。

その後、マイクロフ ィルム のデータを昨 年までの プロジェクトでデ ジタ ル整理 を続け

た 。 ほぼ完 成 に 至 っ た 目 録 の 改 訂 版 を 原 稿 とし 、 冊 子 か デ ジ タ ルデ ー タ の 形 で 編

集し直して刊行することは、内外研究者の要望に沿うことになる。ただし、東洋文庫

と東洋学研究所の初期の契約の制約があるため、その刊行方法については慎重に

検 討 を お こ な う も の とし た い 。 つ い て は、 ウェ ブ上 に 未 公 開 の も の を 含 む 大 英 図 書

館 蔵 の ウイ グル 文 字 文 献 の 一 覧 表 な ど と合 わ せ て 刊 行 す る 可 能 性 も 検 討 し た い 。

その中から、文書研究の成果についての論文をこれに付すこととする。  

［研究実施計画］  

前年度に引き続き、以下の研究を実施する。  

a )  上記目録改訂版の増補をベースとして文献研究を進める。  

b )  古ウイグル文を中心とする古文献の研究文献一覧を増補する。  

c )  漢文との合璧文献を中心として、 ２－（１）－③「漢語文献」グループ との 協同研

究をさらにすすめる。  

d )  「サンクトペテルブルグ東洋学研究所所蔵 ウイグル 古文献目録（増補版 ）」 作成

をおこなう。  

 

②「近現代中央ユーラシアにおけるイスラームと政治権力」  

ソ連解体（1991 年）以後 、中央ユーラシア近現代 史研究は、大き く可能性 が開か

れた。これまでアクセスが不可能であった多種多様な史料が公開され、また現地の

研究 者との共 同研 究や 外 国人 研究 者によ る現 地調 査も可 能にな っ たことは、 決定

的な意味をもっている。こうした中で、本研究は次の 2点を課題とする。  

第 一 に 、 ８ 世 紀 以 降 の 中 央 ア ジ ア 史 を 考 え る とき 、 そ の 政 治 と社 会 、 文 化 に お い

てイスラ ーム が果 たし た 役割 を無 視 するこ とはで きな いが 、ソ連 時 代 は無 神論イ デ

オロギーのためにイスラームに関わる 諸問題は不当に軽視されてきた。いま新たな

中央アジア史を再構成しようとするならば、この点を克服することが不可欠である。  

第二に、ペレストロイカ以降、中央ユーラシア地域においてはイスラームの復興が

顕著であり、イスラーム国家の樹立を目標とする急進派は、世俗主義を掲げる政権

との 間に 鋭 い 緊 張 関 係 を 作 り 出し て い る 。こ の よ う な 現 代の イ スラ ーム 復 興 主 義 は、

中央 ユ ーラ シア 史の 文 脈 にお い てど のよ う に考 え るべ きだろ う か。そ れに は、近 現

代 史 に お け る イ ス ラ ー ム と政 治 権 力 との 相 互 関 係 を 実 証 的 に 検 討 す る こ と が 不 可

欠である。  

［研究実施計画］  

a )   引き続き海外における史料収集を行う。タシュケント（ウズベキスタン）、カザン、

サンクトペテルブルク（ロシア）などの図書館や研究機関のほか、各地の民間に

所蔵されている史料の収集を現地の研究者や所蔵者の協力を得て行う。  

b )  a )の史料のうち、とくに定期刊行物についてはデジタル化によって幅広 い利用

ができるようにし、文書史料については目録作成を進める。  

c )  新 規 収 集 史 料 と東 洋 文 庫 の 蓄 積 し て き た 豊 富 な 文 献 資 料 とを 活 用 し 、 研 究 会

の開催などを通して、上 記の課題に関する研究を 推進する。 あわせて、そ の成

果の刊行に努める。  
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③「サンクトペテルブルグ東洋学研究所所蔵内陸アジア出土漢語文献マイクロフィル

ム目録のデータベース化」  

2002年に東洋文庫が世界にさきがけて入手した東洋学研究所の内陸アジア出

土 文 書 マ イ ク ロ フ ィ ルム （ 全 363 リ ー ル、 約 25 万 齣 ） に は、 4 、 5 世 紀 から 15 世 紀 に

及 ぶ コ ー タ ン ・ サ カ 語 、 西 夏 語 、 チ ベ ッ ト 語 、 ウ イ グ ル ・ ソ グ ド 語 、 漢 語 、 チ ャ ガ タ

イ・トルコ語、サンスクリット語、アラビア語、ペルシア語、満洲語、モンゴル語の 11

言 語 の 文 書 が 含 まれ て い る 。 こ の フ ィルム 資 料 の 目 録 を デ ー タ ベ ー ス 化 し て そ れ

を公開することは、 わが 国だけでな く、諸外 国の 研究機関・研究 者の希求 するとこ

ろ切なるものがある。  

本研究は、上記フィルムの中からとくに漢語文献を抽出してそのフィルム目録のデ

ータ化を図るとともに内陸アジア出土漢語文献の特性を明らかにすることを目的と

する。  

［研究実施計画］  

a )   敦煌出土文献Ree l s  256～363のうち、漢語文献のある40リール（266～277、

279 ～ 286 、292 、 334 ～ 337 、349 ～ 363 ） に つ いて リー ルに 付 さ れ た 各 文 書 整

理番号とその齣数とを対照させた仮目録を刊行し、文庫の閲覧に供する。  

b )   上 記 文 献 中 、 『 俄 蔵 敦 煌 文 献 』 （ 上 海 古 籍 出 版 社 、 1993 ） に 未 収 の 漢 語 文 献

約700件について、内容の検討を継続する。  

c )  2 014年度には、内陸アジア出土漢語文献の様式（特性）研究の成果を刊行す

る。そのために、定期的に「内陸アジア出土古文献研究会」を開催する。  

 

（２）チベット研究班  

「チベット蔵外文献の書誌的研究（ 2）」  

チベット研究班においては、新たに発見された写本を中心とするチベット語資料を

収 集・ 保管 し 、歴 史・ 文 化 ・宗 教の 各 分 野に わ た る チ ベッ ト 語 文 献の 体 系 的 網 羅 的

なコレクションの充実をはかる ことを目的とする。収 集した資料については目録化を

行 い 、 デ ー タ ベ ー ス とし て 公 開 する と同 時 に 、 敦 煌 チ ベ ッ ト 語 文 献、 河 口 慧 海 将 来

文献などとともに 東洋文庫所蔵チベット語蔵外文献 として写本校訂と訳注研究を行

い、 電子 デ ータ ベ ース あるい はシ リー ズ刊 行物 として公 開す る。 以上 の３ 点に より 、

世界的なチベット学の研究拠点として高い貢献を目指す ものである。  

［研究実施計画］  

a）  資料 収 集：近 年 中 国 で 新た に 発見 され た 10 ～ 13世 紀 のチ ベ ット 語 写本 の影 印

版を収集する。チベット語大蔵経文献、蔵外文献の電子版を購入し、コレクショ

ンの体系的な充実をはかる。  

b）  a）によって収集した資料の分析と目録作成を行う。  

c）  チベット人研究協力者の協力のもとに、次の研究を行う。  

1 .  筆記体写本の校訂：古いチベット語写本の多くは手書きの筆記体で書かれて

おり、一般研究者には解読が難しいものがある。それらをチベット人協力者の

指導を得て校訂し、活字体テキストデータベースを作成する。  

2 .  1のデータベースをもとに文献の分析・研究を行 う。  

d )  『西蔵仏教宗義研究  第10巻  トゥカン「一切宗義」ボン教の章』、S tud i e s  i n   

T i b e t an  Buddh i s t  Tex t s   v o l . 1（シャン・タンサクパ『中観明句論註釈』 1）を刊  

行する。  

 

３．インド・東南アジア研究部門  

（１）インド研究班  
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「インド刻文史料の蒐集と研究」  

イ ン ド（ 南 ア ジ ア ） の 刻 文 研 究 は 、 こ れ ま で わ が 国 で ご く 僅 かな 研 究 者 し か い な か

っ た が 、 近 年 、 ド ラ ヴ ィダ 系 言 語 に つ い て 石 川 寛 、 太 田 信 宏 、 ア ー リ ヤ 系 言 語 に つ

い て 三 田 昌 彦 、 古 井 龍 介 とい っ た 若 手 研 究 者 が 育 っ て き た 。 刻 文 は、 「 史 書 な き イ

ンド」の古 代・中 世史 研究 にお いての 根本 史 料で あるにも かかわらず 、その よ うなこ

れまでの 状況 から 、わが 国にお いて は、テキ スト およ び研 究書の 蒐 集が 充分 とは云

えない。  

他 方 、 イ ン ド 自 体 で の 刻 文 研 究 は 、 テ キ ス ト の 出 版 が 遅 れ て い る こ と と、 若 手 研 究

者が育たないことによって、危機的な状況にあるとさえ云いうる。また、世界的にも、

インド刻文の研究者数は、極めて少ない。  

そのような状況に鑑み、わが国の研究機関において、未出版のものをも含めてイン

ドの刻文史料を蒐集し、それを国際的に公開しながら、わが国の新しい研究者の力

を結集して 、インド古代史 ・中世史の研 究進 展を図 ることは、わが 国のインド 研究に

課せられた急務と云えよう。  

［研究実施計画］  

a )東洋文庫に所蔵のない刻文史料や、欠けているものについて、インド独立後の新

しい出版物（とくに、州政府考古学局の）を購入、あるいはコピーの形で 収集する。

トランスクリプトは、許可を得て、マイソールの刻文部でコピーして蒐集する。  

b )  個 々 の 研 究 者 が 独 自 の 研 究 を 行 う と同 時 に 、 研 究 班 メ ン バ ー 全 員 お よ び イン ド

の研究協力者が共同でなしうる幾つかのテーマ について、研究を続行し、セミナ

ーをも行う。  

 

（２）東南アジア研究班  

「近現代東南アジアに関する史料研究」  

近代日本と東南アジアは、明治期の後半から緊密な関係を有し始め、第二次世界

大 戦 期 に 日 本 は 東 南 ア ジ ア を 軍 事 占 領 し た 。 ま た 戦 後 日 本 は 、 東 南 ア ジ ア と 緊 密

な経済関係を形成するに至っている。こうしたなかで日本の東南アジア研究も、この

40年間に 飛 躍的 な 研究 の発 展を とげた 。 ただ し 日本 の 東南 アジ ア 研究 は、第 二次

世界大戦後にいきなり始まったわけではない。すでに大正期より東洋史の東西交渉

史の一 分野 として 南洋 史 が注目 を浴 び、 また南 洋 ブー ムの高 まり とともに経 済関係

の 文 献 も 出 版 さ れ て い た 。 そ し て 第 二 次 世 界 大 戦 期 に は、 翻 訳 本 も 含 め 多 数 の 東

南アジア関係の文献が出版された。これらの文献は、一部の実証研究を除いて、学

術 的 に あ まり 注 目 を 浴 び て こ な か っ た 。 し か し そ れ ら は 、 日 本 の 東 南 ア ジ ア 観 を 検

討するためのみならず、 東南アジア社会を考 察す る上においても、重要な 資料とな

り う る。 本 研 究 は、 従 来 力 点 が置 かれ た 日 本 の 東 南 アジ ア 関 与 とい う 観 点 からの み

ならず、 当時の 東南 アジ アの社 会統 合に果し た日 本人の 役割の 視点 からそ の記述

を検討し 、日 本人 をはじ め中国 人やインド 人さら にはアラ ブ人や 欧米 人な ど多様な

人々が居住した近代東南アジア社会の特質について研究する。  

［研究実施計画］  

a )  近代東南アジアの都市の社会統合に果たす日本人の役割 に関する文献資料の

収集 と 整理 を 行な う 。合 わせ て 、第 二次 世 界大 戦 後に 出版さ れ た戦 前・戦 中期の

日本の東南アジア関係の文献の目録を作成する。  

b )  東南アジアの主要 都市を訪れ、日本人を含む外来系住民の居住空間の歴史的

展開を調査する。  

c )  研究会を開催して文献調査や訪問調査の成果をもとに議論を構築する。その成

果を、本プロジェクト終了年度に、出版物として刊行する計画 を進める 。  
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４．西アジア研究部門  

西アジア研究班  

「イスラーム世界における契約文書の研究 ( 2 )」  

ワ ク フ （ 宗 教 的 寄 進 ） は 、 都 市 や 農 村 の 宗 教 施 設 を 建 設 す る だ け で な く 、 経 済 基

盤となり、政治権力者、名士、民衆の結びつきをつくった。ワクフに関わる、法学書、

年 代 記 、 地 理 書 な ど の 叙 述 史 料 とワ ク フ 寄 進 文 書 や 調 査 台 帳 な ど の 文 書 史 料 を 収

集し、諸地域における実態と歴史的変容を解明する。  

［研究実施計画］  

a )  第一期からの継続課題であるヴェラム文書（モロッコの契約文書、東洋文庫所蔵）

に つ い て 、 文 書 解 読 の た め の 研 究 会 を 定 期 的 に 開 催 す る と と も に 、 関 連 資 料 の

収集や調査を行う。  

b )  ワクフ文書の総合的研究にむけ、関連資料の収集を行うとともに、研究会を開催

し、国内外の研究者ネットワークを築く。  

 

 

Ｃ．資料研究  

資料研究部門  

東アジア資料研究班  

「東アジア資料の研究」  

中国、台湾、香港、東 南 アジア華人社会などに所 蔵される文献資料の探索 、各国

図書館との国際的情報交換・資料交換・人的交流を目指す。  

［研究実施計画］  

中央 研 究院 、上 海 図書 館、 中 国社 会科 学 院図 書館 等 との 研 究交 流 と資 料交換

を推進する。  

 

 

Ｄ．各種研究会・講演会開催  

各研究班、グループにおいて、東洋文庫内外の研究者参加による研究会・講演会を開催  

する。  

 

 

 

Ⅱ．資料収集・整理  

 

超域研究、歴史・文化研究を実施するとともに、アジアの現状および歴史に関する

一次資 料（写 本、 古文 書 、古文 献、 地図 、統 計、 調査記 録な ど）、 専門 研 究書、 定期

刊行物を収集し、世界に誇る東洋文庫の既収資料をさらに増補・拡充する。収集した

資 料 は、 速 や かに 整 理 し て 電 子 情 報 化 し 、 ア ジ ア 学 資 料 セ ン タ ー とし て の 機 能 強 化

を推進する。  

上 記 の 計 画 に も とづ い て 収 集 し た 資 料 は、 分 類 ・ 整 理 を 経 て 、 書 誌 情 報 の デ ー タ

ベース化と全文テキストおよび画像情報のデジタル化を推進し、オンライン 検索サー

ビスにより内外の研究者に広く公開する。  

ま た 東 洋 文 庫 の 所 蔵 資 料 の う ち 、 欧 文 の 古 文 献 、 貴 重 漢 籍 や 国 書 （ 日 本 関 係 書

籍 ） 、 絵 画 ・ 考 古 資 料 等 に つ い て は 、 重 点 的 か つ 系 統 的 に 修 復 ・ 複 製 化 を 進 め 、 永

久 保 存 を は かる と とも に 、 そ れ を デ ジ タ ル・ ア ー カ イ ヴに 加 工 し 、 広 範 な 利 用 の 目 的

にもかなうようにする。  



13 

 

以上 の活 動 を推 進 する た め、 書 誌学 的に も通 暁し た人 材 を育 成し 、ア ジア 資料 学

の構築を目指す。そして、東洋文庫において 60 年間続いた国立国会図書館からの

支援が平成 20 年度を以て終了したことに伴い、東洋文庫独自の若手人材育成という

課題に取り組む。  

 

 

Ａ．資料購入  

 

超域 アジア 研 究、 アジア 諸地 域研 究 資 料 研究に おい て必 要 とされる 一次 資料 を中 に購入

を進める。  

 

 

Ｂ．資料交換  

 

国内外各提携機関との間で資料交換を進める。  

 

 

Ｃ．図書・資料データ入力数  

 

新収資料の書誌入力および、所蔵資料の遡及入力作業を継続する。  

 

 

Ｄ．資料保存整理  

 

外部業者による補修再製本、撮影・焼付作業を行う。                                                              

 

 

 

Ⅲ．研究資料出版  

 

 総合アジア圏域研究との連携の下に、超域アジア研究と歴史・文化研究に関する

一 次 資 料の 解 析 と研 究 の 成 果 は、 継 続し て き た 和 文 お よ び 欧 文の 紀 要 ・雑 誌・ 叢 書

とし て 刊 行 さ れ 、 順 次 オ ン ライ ン 公 開 を 進 め る 。 さ ら に 今 回 、 総 合 ア ジ ア 圏 域 研 究 に

伴う成果を新たにアジア研究に関する英文の電子ジャーナルとして編集発行する。 こ

れらの出版物ならびに電子ジャーナルは、日本・アジア・欧米を結ぶアジア研究の国

際交流をさらに促進するものとなろう。  

 

Ａ．定期出版物刊行  

１．『東洋文庫和文紀要』（東洋学報）     第94巻第1～4号  A5判  4冊（編集・刊行）  

 

２．『東洋文庫欧文紀要』  

（Memo i r s  o f  t h e  Res ea rch  Depa r tmen t  o f  t h e  Toyo  Bunko ）  

                             No .7 0   B5判  1冊（編集・刊行）  

 

３．『近代中国研究彙報』                     3 5号            A5判  1冊（編集・刊行）  

 

４ ． 『 東 洋 文 庫 書 報 』                         第 4 4 号          A 5 判  1 冊 （ 編 集 ・ 刊 行 ）  
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５．『超域アジア研究報告』（オンラインジャーナル）  第9号       B5判  1冊（編集・刊行）  

 

６．As i an  Resea rch  T rend s  New  S e r i e s   No .7   A5判  1冊（編集・刊行）  

 

７．Modern  As i a n  S tud i e s  Rev i ew       Vo l . 4     A5判  1冊（編集・刊行）  

 

Ｂ．論叢等出版  

１．TBRL15  The  H i s to r i ca l  S t ru c tu res  o f  Ea s te rn  and  No r the rn  As i a  i n  t h e  Q ing  

Dyna s ty  E ra                             B 5判  １冊（編集・刊行）    

 

２．S tud i e s  i n  T i b e t an  Buddh i s t  Tex t s  vo l . 1（シャン・タンサクパ『中観明句論註釈』 1 ）               

B5判  １冊（編集・刊行）  

 

３．『1945～1946年のモクリー地域におけるクルディスターン 民主化運動の研究』  

                                                                   B5判  １冊（編集・刊行）  

 

４．『西蔵仏教宗義研究  第 10 巻  トゥカン「一切宗義」ボン教の章』  

B5判  １冊（編集・刊行）  

 

５．『岩崎貴重書書誌解題VI I』                     B5判  １冊（編集・刊行）  

 

６．『全訳  イラン・トルコ・エジプト議会内規』             B5判  １冊（編集・刊行）  

 

７．『敦煌・吐魯蕃出土漢文文書の新研究』（再訂版）          B5判  １冊（編集・刊

行）  

 

 

 

Ⅳ．普  及  活  動  

研究資料の収集・情報 公開および研究促進のために、国際交流の進展に努める。

また、超域アジア研究と歴史・文化研究の成果を、春秋の講演会・展示会等によって

一般公開するとともに、招聘研究者および来日中の著名な外国人研究者 による公開

講演会を開催する。  

 

Ａ .研究情報普及  

１．東洋学講座  

春秋2期、年6回を実施する。  

 

２．東洋文庫公開講座  

東洋文庫の所蔵資料について、当該分野の著名研究者を国内外より招き、年 3回程度実

施する。  

 

３．特別講演会  

主として来日中の著名な外国人研究者を招き、年 7回程度実施する。  
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４．談話会（東洋文庫研究会）  

専門分野の若手研究者による成果報告を年２回程度実施する。  

 

５．参考情報提供  

 『東洋文庫年報』2011年度版                    Ａ5判  1冊（編集・刊行）  

 

 

Ｂ .データベース公開  

2012 年 度 は、 引 き 続 き 洋 装 本 漢 籍 な ど の 書 誌 デ ー タ の 補 充 の ほか、 貴 重 洋 書 の 全 頁

資料、絵画、地図などの画像データのデジタル化を進め、本格的な東洋学多言語貴重資

料のマルティメディア電子図書館の構築をめざす。  

 

 

C .海外交流  

  フランス極東学院および中華民国中央研究院 、ハーヴァード燕京研究所 との学術交流

を進め、資料・情報の交換と研究者の相互訪問を 継続的に実施する。また、新たに協定

を結んだエジプトのアレキサンドリア図書館、イラン議会図書館との交流を推進する。  

なかでもハーヴァード大学アジア研究図書資料館であるハーヴァード燕京研究所と は、

2010年10月に交流協定を結び、資料交流・人材交流のみに止まらず、共同研究ならび

にそ れら を 通し た 若 手 人 材 育 成 を 共同 で 行 う 取 り 組 み を 開 始し て お り 、そ れら を 一 層 推

進する。  

 

 

 

Ⅴ .  学術情報提供    

  

東洋文庫は、 日本におけ る東洋学の共同利用の研 究機関であると同時に、 国内外の研

究 者 並 び に 研 究 機 関 との 連 絡 に 当 た っ て 今 日 に 至 っ て い る 。 従 っ て 、 学 術 情 報 の 提 供 に

関する下記の諸事業は東洋文庫として最も力を入れているところである。  

 

 

A．図書・資料の閲覧（協力）サービス  

広く一般に開放された無料の閲覧室の運営。今年度は土曜日開館の体制を整える。  

 

 

B．研究資料複写サービス  

１．マイクロフィルム・紙焼写真  

 

２．電子複写  

 

C．情報提供サービス  

広く参考となる発行物等を随時提供する。  

 

 

 



16 

 

D.  展示  

広く一般多数の方々を対象とした東洋学の普及を図る手段として、「東洋文庫ミュージアム」

を運営する。  

1 .  基本方針  

このミュージアムでは、特に東洋学に興味を持た ない一般の方々を主な対象とし（中学  

生程度の歴史知識を前提）、これらの利用者に、ミュージアム見学を通して東洋学に興  

味を持つ機会を提供するものである。本ミュージアムは、東洋文庫の蔵書・史料を中心  

に種々の展示企画を組み立て、常に新たな発見と変化のある展示を行う。  

 

２．展示手法  

広く一般の方々にミュージアム訪問の興味を喚起す るため、①見学に適切な規模の展  

示内容とし、②展示の解説は日頃東洋学とは疎遠な 利用者にも十分理解できる簡易な  

ものとし、③デジタル技術等を取り入れた視聴覚的 かつ斬新な展示で利用者の興味を  

引くことを心がける 。  

 

３．施設  

温度・湿度管理、窒素ガス消火設備運用により、展示図書･資料の保全に万全を期す。  

また、併設のギフト・ショップ、ミュージアム・カフェでは、東洋文庫の所蔵資料も紹介し、  

一般利用者に対してミュージアムの魅力を高め、 東洋学普及の一翼を担う、ミュージア  

ムの一体施設として運営する。  

 

 ４．展示スケジュール  

  常設展と企画展の組み合わせからなる。  

a )  常設展は国宝と浮世絵を中心に構成されており、保存と集客の観点から毎月初め  

に展示資料の入れ替えを行う。  

b )  企画展は一年に3回の頻度で行う。本年度は以下の企画展を予定している。  

①「東インド会社とアジアの海賊」（ 3月～6月）  

       18世紀から19世紀にかけてのアジア諸海域で交易を展開した東インド会社とそれ  

に対抗した海賊たちの活動を、東洋文庫所蔵資料からビジュアルに展示・解説す  

る。展示に関連したシンポジウムと講演会も関係の識者を招請し、適宜開催する。  

②教科書に掲載された東洋文庫の所蔵資料に関する展示（7月～10月）  

③北方（蝦夷地・シベリア・ロシア）との交流に関する展示（ 11月～２月）  

 

 

E .  広報普及  

東洋文庫所蔵の図書・史料の掲載・報道・放映等の依頼に適宜対応すると共に、ホー ムペ

ージを随時更新し、利便性を確保する。  

 

 

F .  国際交流  

東洋文庫は、フランス極東学院、台湾中央研究院、ハーバードエンチン図書館、ハーバー

ドエンチン財団、アレクサンドリア図書館 、イラン議会図書館と協力協定を締結しており、こ

れらを中心に国際交流を推進する。  
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G．研究者の交流および便宜供与のサービス  

１．長期受入  

（１）外来研究員の受入  

彌永  信美  （フランス国立極東学院  東京支部長）  

   「日本 仏 教 」               （ 2 01 1 年 9 月 1 日 ～ 2 01 2 年 8 月 3 1 日 、 延 長 予 定 ）  

 

   G IRARD Fréd é r i c  （フランス国立極東学院教授）  

 「日本仏教」            （2011 年 9 月 21 日～2012 年 9 月 20 日、極東学院）  

 

呉    真  （南開大学文学院  副教授）  

   「中国民間文学研究」       （2011 年 12 月 1 日～2012 年 11 月 30 日、私費）  

 

 

 

（２）201２年度日本学術振興会特別研究員PDの受入  

 

澤井一彰（東京大学大学院PD）  

「16 ,17世紀のオスマン朝における物資流通とイスタンブル」  

（2009年度採用、同10・11年度・３カ年間）   

［受入指導者：林佳世子研究員］  

小林亮介（筑波大学大学院PD）  

「20世紀前半における「チベットの領域」問題の形成－東チベットを中心に－」  

（2010年度採用、同11・12年度・３カ年間）  

［受入指導者：新免  康］  

池尻陽子（筑波大学大学院PD）  

「チベット仏教僧の思想とネットワークが  

清代内陸アジア史に与えた影響に関する研究」  

（2010年度採用、同11・12年度・３カ年間）  

［受入指導者：吉水千鶴子］  

村上正和（東京大学大学院PD）  

「清代中国社会と演劇文化」  

（2011年度採用、同11・12年度・３カ年間）  

［受入指導者：山本英史］  

亀谷  学（北海道大学大学院PD）  

「パピルス文書による初期イスラーム時代統治システムの 研究」  

（2011年度採用、同11・12年度・３カ年間）  

［受入指導者：後藤  明］  

小林隆道（早稲田大学大学院PD）  

「10-13世紀中国における統治と「文書」  

―官文書分析による史料批判学の再構築―」  

（2011年度採用、同11・12年度・３カ年間）  

［受入指導者：岸本美緒］  

今井就稔（一橋大学大学院PD）  

「日中戦争期中国資本家の研究  ―経済構造の変容と対日関係の模索―」  

（2011年度採用、同11・12年度・３カ年間）  

［受入指導者：久保  亨］  
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熊倉  和歌子（お茶の水女子大学大学院 PD）  

「14–16 世紀エジプトにおける徴税と村落社会：土地台帳をてがかりに 」  

（2012 年度採用予定、同 13・14 年度・3 ヵ年間）  

[受入指導者・林佳世子］  

 

小林  晃（北海道大学大学院 PD）  

「12〜15 世紀中国における華北・江南の政治的統合過程」  

（2012 年度採用予定、同 13・14 年度・3 ヵ年間）  

［受入指導者・山本英史］  

秋山  徹（日本学術振興会特別研究員 PD［現・東京大学］）  

「近代中央アジアにおける地域秩序の再編過程  

：クルグズ部族首領層の動向を中心に」  

                   （2010 年度採用、同 12 年度受入予定）  

［受入指導者・小松久男］  

 

２．外国人研究者への便宜供与   

各国より東洋文庫を訪問する外国人研究者に対し、調査研究上必要とされる便宜供与  

を行う。  

 

 

 

Ⅵ .  地域研究プログラム  

 

Ａ．イスラーム地域研究資料室     

 

「イスラーム史料情報学の開拓」  

本 研 究 で は 、 イ ス ラ ー ム 地 域 の 現 地 語 史 料 に つ い て 、 書 誌 情 報 や 文 献 情 報 の 体 系

化を進めることによって研究の基盤を作り、同時に史資料の体系的な収集や利用のた

めの環境を構築する。史料群を地域社会全体を表す縮図と捉え、これを体系的・俯瞰

的に研究することによってイスラーム地域の重層的な像を解明することを目的とする。  

[研究実施概要 ]  

a )  現地語史資料の体系的収集  

  アラビア語・ペルシア語・オスマントルコ語を中心とした現地語史資料の体系的収集  

 を進める。  

b )  文献情報データベース  

イスラーム地域現地語史資料の研究・収集・整理に有効な情報やツールを、研究  

会・調査活動の成果を踏まえてウェッブサイトに公開し、他の研究機関との共同利  

用を促進する。  

c )  史料研究活動  

d )  海外派遣・調査  

現地における史資料調査・収集及び関係者とのインタビュー、また現地研究者との  

ネットワーク作りのために中東に２名程度を派遣する。  

e )  研究成果の公開   

①  イスラーム地域研究に関わる文献データベースなどのウェッブ上での公開。  
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②  イスラーム地域研究に関わる史資料、研究文献、資料館のガイドなど、資料の利  

用に関する実用的な情報のウェッブ上での公開。  

③  史資料学にかかわる特定史資料研究の出版。  

 

 

Ｂ．現代中国研究資料室  

 

「現代中国研究資料の収集・利用の促進と現代中国資料研究の推進」  

中国研究に関するウェブやデータベースに関する情報を交換し、研究者の知見を  

広めるために、国内外の研究者・実務家を招いての国際シンポジウム及び小規模な  

ワークショップを開催する。また東洋文庫所蔵及び新規収集の一次資料に基づいた  

共同研究会を継続して開催し、資料の読解能力を高め、若手研究者の養成をはかる  

（年数回）。また、データベースや文献資料以外に、現代史研究に必要な資料の史料  

学的研究を進めるセミナーなどを開催する。  

［研究実施計画］  

a )  資料収集・公開ネットワーク活動  

①東洋文庫所蔵資料のNACS IS  Webca t登録作業を進めるとともに、所蔵資料  

のうち著作権問題をクリアした資料のデジタル化やデータベース化、及びウェ  

ブ公開を進める。  

②<現代中国資料会議 (仮称 ) >を開催し、現代中国関係資料の分担収集態勢を  

構築する。  

③中国等海外の図書館・研究機関とのネットワーク強化を図り、デジタル資料・デ  

ータベース相互利用の交渉を進める。  

④現代中国研究に関わる学会・研究会・各大学研究室・研究者等に呼びかけ、  

資料情報を募るとともに、 資料収集と公開方針への要望も募り、資料収集情  

報公開を進める  

⑤現代中国関係資料を系統的に収集し、とくに大型のデジタル資料・データベ  

ースについては各拠点と共同で購入する。  

b )  資料研究活動  

既収・新収の大型資料･データベースの分析を通じて、近現代中国の変容につ  

いて解明を進める。今年度は以下の 5つの研究班を編制し、資料の講読や整理･  

分析を進める。①江南地域社会班、②図画像資料班、③ジェンダー資料班、  

④政治外交史資料班、⑤ 1950年代資料班。それぞれ他拠点・機関の研究者の  

協力を得るほか、大学院生等若手研究者の参加も募り、研究者養成も兼ねる。  

c )  資料・データベースワークショップ・シンポジウム  

資料・データベースの情報や利用のあり方など情報交換と議論の場、次世代研  

究者養成の場として、シンポジウムや小規模なワークショップを開催する。また、  

国内外で開催される同種の会議へ、研究員等を派遣する。  

試験運用を開始した総合電子図書館システムの拡充と公開を目指す。公開  

にあたって、可能であればウェブサイトのリニューアルも視野に入れる。  

なお、電子図書館における公開資料としては、近代中国研究班（委員会）  

収集日本語資料のうち、著作権の失効している団体著作物について、他図 

書館が電子化していないもの及び資料的価値の高いものを優先的に選ん  

で、公開準備を進めている。  
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Ⅶ .  受託研究  

 

「人文学及び社会科学における共同研究拠点の整備の推進事業」  

（イスラーム地域研究資料室委託業務）  

本委託業務の目的は、ネットワーク型共同研究「イスラーム地域研究」の発展によ っ  

て 、 グ ロ ー バ ル化 し た 現 代 の イ ス ラ ー ム 理 解 を 深 化 ・ 向 上 さ せ 、 そ の 成 果 を 学 界 及 び

広く社会に還元すべく国際的な広がりを持つ新時代の共同研究拠点を構築することに

ある 。 また、 共同 研 究実 施に あたり 、 国内 で は公 募研 究を 通じ て幅 広い 人 材の 参加を

促進 し、 国 際的 に は研究 者の 協 力のネ ット ワー ク の強 化を 行 い 、さらに 研 究支 援 組織

としても管理業務環境を整備・強化した事務体制を構築する。  

財 団 法 人 東 洋 文 庫 で は 、 イ ス ラ ー ム 地 域 研 究 の 史 資 料 セ ン タ ー とし て の 役 割 を 果

たすべく、ひき続き、史資料の収集・利用の促進と、イスラーム史資料学の開拓に関わ

る研究開発を実施する。  

[研究実施概要 ]  

a )  「イスラーム地域研究」の史資料センターである東洋文庫拠点の整備強化  

資料整理・データベース入力事業の強化と活動環境整備を進め、研究活動と  

管理業務活動の効率化を図る。  

b )  「イスラーム地域研究」の成果の発信の強化充実  

継続的に和文及び英文で研究成果の出版をする計画を実現させるために、企  

画や内容の検討・点検や出版社との打ち合わせ等の準備作業を行う。また文献  

情報の電子媒体による成果の発信のために、ホームページ等の充実・改善を図  

る。  

c )  「イスラーム地域研究」の強化と公募による拠点拡大  

①公募採択共同研究班「イスラーム圏におけるイラン式簿記術の展開：オスマン  

朝治下において作成された帳簿群を中心として」（申請者：高松洋一  研究構成  

員：清水保尚、渡部良子、斉藤久美子）は、前年度の成果を踏まえ、国際的にも  

未開拓の分野である帳簿の史資料学的研究及びイラン式簿記術の研究を進め  

る。  

②中東研究文献DBの拡充を目的として、中東研究文献遡及調査を継続して実  

施する。  
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[  参  考  資  料  ]  

 

 

2012 度  財  団  法  人  東  洋  文  庫  特  別  事  業  計  画  書（案）  

 

財団法人   東  洋  文  庫  

理事長   槇  原     稔  

 

 

2012年度財団法人東洋文庫特別事業計画（案）の概要は下記の通りです。  

 

 

事  業  内  容  

 

Ⅰ．特別調査研究並びに研究成果の編集等  

 

Ａ．日本学術振興会科学研究費補助金による事業  

 

１．研究成果公開促進費（データベース、学術図書）の対象事業  

「東洋学多言語貴重資料のマルティメディア情報システム」   

                    ［研究代表者：東洋 文庫電算化委員 会委員 長  斯波義信］  

分野：東洋学全般  

本プロジェクトは、東洋学に関する世界 5大機関の一つに数えられる研究所・図書

館 で あ る ( 財 ) 東 洋 文 庫 が 80 年 に わ た り 収 蔵 し て き た 言 語 種 類 50 数 種 、 部 数 約

500 ,000 件、冊 数約 1 ,000 ,000 冊におよ ぶ大 量の 多言語 資料 を、 書誌デ ー タのみ

ならず、図像・地図などの画像資料、Video・DVDなど動画資料をふくむマルティメ

デ ィア ・ デ ー タ の レ ベ ルま で 拡 大 し て デ ー タ ベ ー ス 化 し 、 これ を イ ン タ ー ネ ッ ト を 通

じて、内外の研究者が自由に検索できるようにすることを目指している。  

書誌デ ータ は1994年に 入力を 開始して 以来、 約 15年を経 て、680 ,000 件に到達

し、完成の目途がついてきた状態にあり、これを踏 まえて、 2004年度以降はデジタ

ル撮 影 の 手 法 に よ る マ ル テ ィ メ デ ィア ・ デ ー タ の 構 築 に 重 点 を 移 し た 。 従 来 、 岩 崎

文 庫・ モリソ ン文 庫・ 梅 原 考 古器 物 な ど は、 マイク ロ フ ィルム に よる 複 製 保 存 を行 っ

てきたため、現在まで約6 ,000件、1 ,000 ,000コマを越える貴重書フィルム（ 35mm）

を 所 蔵 し て い る 。 こ れ を ス キ ャ ナ ー に よ り 画 像 を と り こ み 、 全 頁 デ ー タ ベ ー ス とし て

公 開 し て き た 。 ま た 、 地 図 ・ 絵 画 ・ 貴 重 書 全 頁 デ ー タ に つ い て は 、 最 新 技 術 に よ る

デジタル撮影により精度の高い画像データベースを構築してきた。さらに 1970年代

以来、中国の現地調査で得られた「農村の祭祀と演劇」に関する V ideo資料を動画

データベースとして公開する計画も一部実行してきている。 また、2011 年度には蔵

書の中核をなす近現代中国関係資料の分類データベースを公開した。そ の結果、

2002 年度 に お いて 毎 月 2000 件 で あっ たア ク セ ス 数 は、 2011年 12 月 末の 段 階 で 、

当 初 の 100 倍 を 超 え る 、 300 ,000 件 に 到 達 し た 。 今 後 は 、 中 国 語 資 料 以 外 の 書 誌

デ ー タ に つ い て も 、 分 類 デ ー タ ベ ー ス を 公 開 し て 利 用 者 の 検 索 を 容 易 に し 、 画 像

デ ー タに つ い て は、 引 き 続き デ ジ タ ル撮 影 を 継 続 して 、そ の 量 的 拡大 とメ タ デ ー タ

の 充 実 を は かる 。 また 、 動 画 に つ い て は、 まだ 緒 に つ い た ば かり で ある の で 、 一 層

の充実を目指す。  
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２．基盤研究（Ｂ）の対象事業  

「１９１０～３０年代における日本の中国認識―華北地域を中心に」  

[研究代表者：本庄比佐子 ]  

( 2009年度採用、5ヶ年・第４年度）    

1910～30年代 に日 本の 各種 研究 調査 機関 が中 国華 北地 域で 実施し た 調 査活動

を 網 羅 的 に 整 理 す る とと も に 、 そ の 調 査 内 容 と 同 時 期 の 中 国 側 史 料 や 近 年 の 研 究

成 果 な ど を 比 較 検 討 す る こ とを 通 じ て 、 当 該 時 期 に お け る 華 北 地 域 の 政 治 ・ 経 済 ・

社会文化、及び日中関係の特質を歴史的・総合的に考察することを目的とする。  

第１に、我々がこれまでに行った興亜院や青島守備軍の調査活動に関する研究成

果 を 基 礎 に 、 満 鉄 北 支 経 済 調 査 所 、 東 亜 研 究 所 、 及 び そ の 他 の 機 関 な ど に よ る 調

査も含め、日本による華北調査の全体像を明らかにする。  

第 ２に 、 中 国 側 の 史 料 と 研 究 成 果 な ど を 参 照 し な がら 、 20 世 紀 前 半 に お け る 華 北

地域の変化の過程を明らかにする。  

第３に、これまでの学術交流をさらに進め、中国の研究機関・研究者との共同研究

を発展させる。  

 

「「モノ」の世界から見た中世イスラームの女性〜ガラス器と陶器を中心に〜 」   

[研究代表者：真道洋子 ]  

( 2011年度採用、４ヶ年・第２年度）  

      イスラーム時代の美術品、考古資料および文献史料、特にガラス器と陶器を通じ

て、イスラームの女性が営んでいた生活文化を明らかにすることをこの研究の主な目

的にしている。いわゆる現代の社会的ジェンダー論ではなく、時代を中世に設定し、

出土遺物の具体的使用法、絵画や陶器に描かれた図象、文献史料に描かれた記載

などから当時の女性の生活や活動の実態について、食生活や化粧、医薬などをテ

ーマとして実証していこうという試みである。地域的には、東地中海地域とイラン地域

を対比させながら、各時代の特質や変容について検討を行う 。これによって、イスラ

ーム時代の女性を取り巻く世界から見たイスラームの生活文化史の構築を目指し、さ

らに｢モノ｣を通じた異文化理解論の創生に発展させる足掛かりとしたい。  

 

「イスラーム法の近代的変容に関する基礎研究：オスマン民法典の総合的研究」             

[研究代表者：大河原知樹 ]  

( 2011年度採用、3ヶ年・第２年度）  

本 研 究 の 目 的 は 、 19 世 紀 半 ば に オ ス マ ン 帝 国 に よ っ て 編 纂 さ れ た メ ジ ェ ッ レ

（Mece l l e - i ahkam- i  ‘Ad l iy e  :  以下M法典 と略 ）の内容、性質および位 置づけの

再考を通じた 、中東にお ける近代の法制 度改革 と現代の法制度 への影響 の批判的

検 証 で ある 。 イ ス ラ ーム 法 に 基 づ く初 の 制 定 法 で ある M法 典 は、 当 時 の 帝 国 領 で あ

るバ ルカン 半島 、 西ア ジ ア、 北ア フリ カに わ た って 適用 され 、部 分 的に はイ スラ エル

な ど に お い て 現 在 も 通 用 し て い る 。 従 来 の 研 究 に お い て は 、 M 法 典 は「 オ ス マ ン 民

法典」と位置づけられ、多くの翻訳があるが、同法の内容や、特に同法が比較的長く

適 用さ れ た 後 継 アラ ブ諸 国 ( シリ ア 、 レ バ ノン 、イ ラ ク など ) の 現 行 法 に 対 す る 影 響 に

つ い て は示 唆 的 に 言 及 さ れ るに とど まり ， 具 体 的 な 検 証 が 殆 ど な され て い な い の が

現状である。  
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３．基盤研究（C）の対象事業  

  「近代トルコの地方名士  –マニサ地方を中心に -」       ［研究代表者：永田雄三］  

 ( 2 010年度採用、3ヶ年・第３年度）  

本研究は、申請者が長年研究を続けてきたトルコの地方名士（アーヤーン）に関す

る 研 究 の 一 部 で ある 。 地 方 名 士 に 関 す る 研 究 は 、 ト ル コ に 限 ら ず 、 オ ス マ ン 帝 国 の

支配下に置かれていた中東およびバルカン地域の 18世紀から19世紀にかけての政

治・社会・経済・文化の全般におよぶ最も重要なテーマであり、当該地域に対する歴

史的理解の前提で ある。 申請者はこれまで主とし て前近代トルコの地 方名 士研究を

行い、その成果を和文・トルコ文・英文による論文・著書として公表してきた。本研究

は、その結果をふまえて、新たに近代における地方名士層の国家および在地社 会と

の関係の変容過程を明らかにしようとするものである。  

 

「内陸アジア出土４～１２世紀の漢語・胡語文献の整理と研究」  

           [研究代表者：土肥義和 ]  

（2010年度採用、4ヶ年・第3年度）  

旧来、中国の正史に代表される編纂史料を中心に進められてきた内陸アジア諸地

域（敦煌やトルファン、ホータン、チベットなど）の諸民族の歴史に対して、本研究は、

現地 で各 時代 に作 成され た漢 語文 献・胡 語文 献（ 非漢 語諸 民族 文献）を 用 いて 、と

くに内陸アジア諸民族の文化や社会の諸相について新考察を加えることを目的とす

るものである。研究期間中、まず東洋文庫が近時、ロシア科学アカデミーから入手し

た内陸アジア出土文書のマイクロフィルムに含まれ ている４～１２世紀に書かれた漢

語・胡語文献の「文献番号・齣数対象目録」を作成し、かつそこで 抽出された文書資

料 を 、 関 連 す る 漢 語 ・ 胡 語 文 献 の 資 料 群 の 調 査 結 果 とも 比 較 し て 分 析 す る こ とに よ

って、胡漢諸民族の文化や社会の諸問題を究明する。  

 

４．申請中の研究計画  

 

  （１）研究成果公開促進費  

   ①研究成果データベース  

    「東洋学多言語貴重資料のマルティメディア情報システム」  

［申請者：東洋文庫電算化委員会委員長  斯波義信］  

   ②学術図書  

    「清朝前期のチベット仏教政策 」  

［申請者：池尻陽子（日本学術振興会特別研究員P D）］  

 

  （２）基盤研究（C）  

    「統一と進歩委員会の総括的研究 」  

［研究代表者：設樂國廣］  

 

  （３）若手研究（B）  

    「ジャウィ史料の利用によるマレー民族の形成過程の研究」  

［研究代表者：坪井祐司］  

 

 

以  上  


